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◆平成19年期　議員60名決まる

◆第20回臨時議員総会を開催

新執行体制を確立
～正副会頭・常議員・監事を選任～

◆たてやま『道』フォーラムを開催
～7項目の要望を決議・国への要望活動も実施～

◆銀座商店街で『軽トラ市』を開催

◆「経営革新セミナー」開催のご案内

南総里見まつり（第26回館山城まつり）

～マル経融資制度～ 
　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改 
善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により 
「国民生活金融公庫」から借りられる国の制度です。 
 
担保、保証人 
保証協会の保証 
貸付限度額 
返  済  期  間 
利　　　  率 
 
融  資  対  象 

不　要 
不　要 
1,000万円（但し別枠450万円を含む） 
7年以内（＊運転資金は5年以内） 
年2.2％（平成19年10月11日現在） 
 小規模事業者：従業員20人以下 
（商業、サービス業は5人以下） 

※ご利用の際には各種要件がございますので下記 
　までお問い合わせください。  
問合せ　館山商工会議所　　22－8330



会 議 所 だ よ り
平成19年11月10日（２）

会議所  

 

譌
鈴
木
伊
之
助
商
店 

　
　
　
　
　
　 

鈴
木
　
彰 

 

コ
ミ
ヤ
味
工
譁 

　
　
　
　
　
　 

古
宮
真
一 

  

譌
北
村
商
店 

　
　
　
　
　
　 

北
村
　
昇 

  

譁
カ
ネ
フ
ク 

　
　
　
　
　
　 

渡
馼
　
勲 

 

 

譁
糀
屋 

　
　
　
　
　
　 

保
科
忠
臣 

  

譁
ユ
タ
カ
設
備
工
業
所 

　
　
　
　
　
　 

御
子
神
徳
重 

  
譌
ふ
く
も
と 

　
　
　
　
　
　 

鈴
木
昭
男 

 

譁
サ
ン
グ
リ
ー
ン 

　
　
　
　
　
　 

吉
田
藤
夫 

 
 

譁
東
光 

　
　
　
　
　
　 
石
川
光
則 

  

譌
石
井
商
店 

　
　
　
　
　
　 

石
井
達
哉 

 

譁
木
村
製
作
所 

　
　
　
　
　
　 

木
村
英
夫 

 

 

譁
ホ
ン
ダ
プ
リ
モ
金
子 

　
　
　
　
　
　 

金
子
康
一
郎 

  

譁
杉
井
工
業
所 

　
　
　
　
　
　 

杉
井
繁
樹 

 

譌
房
州
日
日
新
聞
社 

　
　
　
　
　
　 

大
田
和
正
之 

  

協
豊
自
動
車
工
業
譁 

　
　
　
　
　
　 

石
渡
和
男 

 

 

譌
汐
留
庵 

　
　
　
　
　
　 

鈴
木
良
彦 

 
 

譏
樋
口
陶
器
店 

　
　
　
　
　
　 

樋
口
昌
彦 

 

譁
中 

村 

屋 

　
　
　
　
　
　 

長
束
清
實 

 

 

譁
望
月
商
店 

　
　
　
　
　
　 

望
月
俊
男 

 

 

譁
清
水
屋
商
店 

　
　
　
　
　
　 

川
名
光
俊 

  

譌
ピ
ー
ス
製
菓 

　
　
　
　
　
　 

角
田
吉
夫 

 

 

譌
大
成 

　
　
　
　
　
　 

金
　
福
東 

 

職
務
執
行
者 

 

議
員
名 

一
号
議
員
30
名 

 

　
白
寿
会 

　
　
　
　
　
　 

鈴
木
陽
一 

  

共
進
テ
ッ
ク
譁 

　
　
　
　
　
　 

伊
豆
倉
和
之 

イ
オ
ン
譁 

　
ジ
ャ
ス
コ
館
山
店 

土
井
義
昭 

ユ
ー
・
エ
ム
・
シ
ー
・ 

ジ
ャ
パ
ン
譁 

木
曽
義
和 

（福） 

本
年
10
月
31
日
の
当
所
議
員
任
期
満
了
に
伴
う
平
成
19
年
期
の
議
員
改
選

が
選
挙
選
任
規
定
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
先
に
決
定
し

た
３
号
、
２
号
の
議
員
に
続
い
て
１
号
議
員
の
立
候
補
が
10
月
５
日
に
締
め

切
ら
れ
、
立
候
補
者
が
議
員
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
10
月
19
日
選
挙

管
理
委
員
会
よ
り
１
号
議
員
立
候
補
者
を
当
選
人
と
定
め
る
告
示
が
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
に
よ
り
60
名
の
全
議
員
が
確
定
し
た
わ
け
で
、
11
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
10
月
31
日
ま
で
の
任
期
の
間
そ
の
職
務
を
執
行
し
ま
す
。

議
員
は
、
商
工
会
議
所
の
最
高
議
決
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
る
議
員

総
会
の
構
成
員
で
、
実
質
的
に
は
館
山
市
の
商
工
業
界
の
各
代
表
と
し
て
意

見
を
具
申
す
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
の
枢
要
な
諸
問
題
に
参
画
す
る
重
要

な
地
位
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
議
員
総
会
に
お
い
て
定
款
や
規
約
の
変
更
、
事
業
計
画
・
報
告
、

収
支
予
算
・
決
算
な
ど
会
議
所
運
営
の
基
本
事
項
を
審
議
す
る
と
と
も
に
、

事
業
の
推
進
に
当
た
っ
て
、
会
員
や
商
工
業
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
と
い

う
重
要
な
任
務
に
あ
た
り
ま
す
。
平
成
19
年
期
の
議
員
は
次
の
方
々
で
す
。



会 議 所 だ よ り
（３）平成19年11月10日

館山商工  
平成19年期

 

譌
も
と
は
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本
橋
亮
一 
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太
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飯
沼
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譁
も
ち
づ
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望
月
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譌
テ
ー
ラ
ー
サ
ト
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佐
藤
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譌
和
田
屋
商
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渡
辺
茂
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丸
高
石
油
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高
橋
幸
民 

 

 

㈱
風
の
抄 

　
　
　
　
　 

　
田
邉
松
勇 

  

譁
計
工
務
店 

　
　
　
　
　
　 

三
弊
　
明 

  

㈱
石
井
工
務
店 

　
　
　
　
　
　 

丸
　
善
治 

  

㈲
田
中
建
設
工
芸 

　
　
　
　
　
　 

今
井
光
夫 

  
房
州
物
流
譁 

　
　
　
　
　
　 

本
間
　
亨 

  

譁
三
浦
商
店 

　
　
　
　
　
　 

三
浦
英
喜 

 

昭
和
運
送
興
業
譁 

　
　
　
　
　
　 
安
田
信
之 

 

 

譌
カ
ミ
ヤ
マ 

　
　
　
　
　
　 

上
山
立
巳 

 

 

呑
起
家 

　
　
　
　
　 

真
利
谷
憲
一
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鶴
ヶ
谷
美
容
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植
木
初
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小
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洋
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小
滝
周
一 

 

 

譁
タ
テ
カ
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外
山
庄
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三
平
商
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三
平
金
司 
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瀧
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製
材
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瀧
口
喜
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譌
ひ 

ろ 
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廣
井
武
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石
渡
邦
夫
税
理
士
事
務
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石
渡
邦
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譁
千
葉
銀
行
館
山
支
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松
戸
守
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房
州
瓦
斯
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行
縄
俊
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丹
建
築
設
計
事
務
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原
　
克
己 

 

 

館
山
デ
バ
イ
ス
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景
山
信
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さ
と
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佐
藤
興
二 

 
 

館
山
林
業
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青
木
紀
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川
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賛 
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正
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興
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渡
辺
建
設
譁 

　
　
　
　
　
　 

渡
辺
雄
二 

二
号
議
員
21
名 

三
号
議
員
9
名 

 

白
子
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加
藤
克
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ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
ス
ー
パ
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Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

岡
崎
英
俊 



会 議 所 だ よ り
平成19年11月10日（４）

当
日
の
会
議
は
、
闍
橋
議
長

（
会
頭
）
よ
り
会
頭
選
任
に
つ
い

て
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
闍
橋

会
頭
の
続
投
を
求
め
る
発
言
が
あ

り
、
議
場
に
諮
っ
た
結
果
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
副
会
頭
に
つ
い
て
、
闍

橋
会
頭
か
ら
小
林
義
和
氏
、
西
郷

隆
好
氏
、
宮
澤
治
海
氏
の
推
薦
が

あ
り
、
議
場
異
議
な
く
了
承
し
、

専
務
理
事
に
つ
い
て
も
山
本
佳
幸

氏
の
再
任
が
決
ま
り
ま
し
た
。

次
い
で
、
常
議
員
と
監
事
の
選

任
に
つ
い
て
選
考
委
員
に
よ
り
選

出
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
別
室
で

協
議
し
た
結
果
を
議
場
に
諮
っ
た

と
こ
ろ
全
員
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◆
常
議
員

本
間
　
亨
（
房
州
物
流
㈱
）

高
橋
幸
民
（
丸
高
石
油
㈱
）

行
縄
俊
久
（
房
州
瓦
斯
㈱
）

瀧
口
喜
雄
（
譎
瀧
口
製
材
所
）

御
子
神
徳
重

（
㈱
ユ
タ
カ
設
備
工
業
所
）

外
山
庄
次
（
㈱
タ
テ
カ
ン
）

丸
　
善
治
（
㈱
石
井
工
務
店
）

廣
井
武
雄
（
㈲
ひ
ろ
い
）

佐
藤
興
二
（
㈱
さ
と
う
）

川
合
敏
男
（
㈲
川
合
商
事
）

角
田
吉
夫
（
㈲
ピ
ー
ス
製
菓
）

原
　
克
己（

丹
建
築
設
計
事
務
所
）

川
名
光
俊
（
㈱
清
水
屋
商
店
）

小
滝
周
一
（
㈲
小
滝
洋
品
店
）

加
藤
克
美
（
白
子
屋
酒
店
）

伊
豆
倉
和
之
（
共
進
テ
ッ
ク
㈱
）

三
平
金
司
（
㈲
三
平
商
会
）

青
木
紀
夫
（
館
山
林
業
㈱
）

望
月
　
眞
（
㈱
も
ち
づ
き
）

鈴
木
陽
一
（
(福)
白
寿
会
）

◆
監
事

角
田
　
衛（角

田
衛
税
理
士
事
務
所
）

川
名
克
己
（
㈲
ダ
イ
コ
ク
）

茂
呂
喜
好
（
南
房
観
光
㈱
）

館山本店 
22ー8881

館山銀座店 
23ー5511

ロックシティ館山店 
24ー2010

宝石は心の安らぎ 
　メガネと共に快適生活 

http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111

http://www.boyodo.co.jp/http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111TEL0470(23)5111

http://www.boyodo.co.jp/

千葉・市原・木更津・君津・富津・館山・鴨川 
TEL0470(23)5111

館
山
商
工
会
議
所
の
議
員
改
選
に
続
き
、
11
月
７
日
役
員
改
選
の

た
め
の
臨
時
議
員
総
会
が
開
か
れ
、
正
副
会
頭
、
専
務
理
事
、
常
議

員
、
監
事
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

慎
重
な
審
議
の
結
果
、
闍
橋
弘
之
会
頭
、
小
林
義
和
副
会
頭
、
西

郷
隆
好
副
会
頭
、
宮
澤
治
海
副
会
頭
、
山
本
佳
幸
専
務
理
事
を
再
任

し
、
平
成
19
年
期
の
新
執
行
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

闍
橋
弘
之
会
頭
を
再
任

小
林
・
西
郷
・
宮
澤
副
会
頭
、
山
本
専
務
理
事
も
再
任

新新新新執執執執行行行行体体体体制制制制確確確確立立立立
〈平成19年期〉



会 議 所 だ よ り
（５）平成19年11月10日

そ
の
後
、
出
席
し
た
各
団
体
の

代
表
者
に
よ
る
「
道
」
に
関
す
る

意
見
や
要
望
の
発
表
を
行
っ
た
。

代
表
者
か
ら
は
、
地
域
商
工
業

の
振
興
に
必
要
と
思
わ
れ
る
方
策

や
、
生
活
者
の
視
点
か
ら
の
危
険

地
点
や
渋
滞
地
点
の
指
摘
、
中
心

市
街
地
の
活
性
化
に
必
要
な
改
善

策
、
観
光
振
興
に
結
び
つ
け
る
た

め
の
具
体
策
、
災
害
時
に
お
け
る

幹
線
道
路
の
重
要
性
な
ど
が
発
表

さ
れ
た
。（
要
望
内
容
は
左
記
の

と
お
り
）

ま
た
、
発
表
さ
れ
た
意
見
・
要

望
は
、
館
山
商
工
会
議
所
、
館
山

市
商
店
会
連
合
会
、
館
山
市
観
光

協
会
、
館
山
市
町
内
会
連
合
協
議

会
、
館
山
市
建
設
協
力
会
、
千
葉

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
房
州
支
部
の
６

団
体
に
よ
る
連
名
で
、
７
項
目
の

「
要
望
事
項
」
に
と
り
ま
と
め
、

10
月
31
日
に
、
国
会
議
員
７
名
、

財
務
省
11
名
に
、
ま
た
、
11
月
２

日
は
国
土
交
通
省
24
名
に
要
望
書

と
し
て
提
出
し
た
。

当
所
で
は
、
館
山
市
や
南
房
総

地
域
の
道
路
を
取
り
巻
く
様
々
な

問
題
に
つ
い
て
考
え
る
「
た
て
や

ま
『
道
』
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
10
月

５
日
、
館
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
た
。

本
年
７
月
４
日
に
館
山
自
動
車

道
が
全
線
開
通
し
、
当
地
域
と
首

都
圏
と
の
時
間
距
離
の
短
縮
や
、

来
訪
者
の
増
加
な
ど
大
き
な
効
果

が
表
れ
て
い
る
が
、
一
方
で
、
交

通
量
が
増
大
し
た
こ
と
に
伴
う
地

元
の
生
活
道
路
の
慢
性
的
な
交
通

渋
滞
や
、
高
速
道
路
の
通
行
料
金

引
き
下
げ
な
ど
、
多
く
の
課
題
も

顕
在
化
し
て
い
る
。

そ
こ
で
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、「
地
域
の
道
路
問
題
を
官
民

一
体
と
な
っ
て
考
え
る
場
」
と
し

て
企
画
し
た
。
当
日
は
、
国
土
交

通
省
、
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
、
千
葉

県
を
お
招
き
し
、
市
内
の
商
工
・

観
光
・
建
設
・
運
輸
業
者
や
、
町

内
会
関
係
者
を
は
じ
め
と
す
る
約

１
３
０
名
の
市
民
が
参
加
し
、
大

盛
況
と
な
っ
た
。

国
土
交
通
省
千
葉
国
道
事
務
所

の
大
場
孝
之
所
長
に
よ
る
「
道
路

を
取
り
巻
く
現
在
の
状
況
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
基
調
講
演

で
は
、
道
路
工
事
現
場
の
看
板
表

示
が
わ
か
り
や
す
く
変
わ
っ
て
き

た
こ
と
や
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
に
よ
る

通
勤
割
引
な
ど
、
最
近
の
道
路
行

政
の
傾
向
な
ど
を
ご
説
明
い
た
だ

い
た
。

物流コストを見直しませんか !?

・路線、地域内宅配 

・引越、貸切、積合わせ 

・コース配送、他 

房総の物流プランナー＆パートナー 

安房運輸株式会社 
電話：本社　0470ー22ー0165 

館山　0470ー27ー6151 
http://www.tokyo-bay.ne.jp/̃awa-exp/

宮沢書店 
TEL 0470ー23ー7771 

●営業時間　9:00AM～8:00PM 
（年中無休） 

本・教科書・文具・ファンシー

１．暫定２車線となっている富浦インターチェンジ出口か

ら県立南総文化ホール前までの国道127号を早期に４車

線化すること。

２．暫定２車線となっている君津インターチェンジから富

津竹岡インターチェンジまでの館山自動車道を早期に４

車線化すること。

３．富津館山道路の追い越し車線の早期完成に向け、より

一層の事業推進を図ること。

４．地域高規格道路館山・鴨川道路とのネットワーク化を

視野に入れ、東関東自動車道館山線の終点として位置づ

けられている館山市までの事業化を図ること。

５．通行料金引き下げなどの利用促進措置により東関東自

動車道館山線の整備促進を図るとともに、制限速度の引

き上げに向けた道路整備のあり方について検討すること。

６．災害等の緊急対応については、地元建設会社の高い機

動性を有効に利用すること。

７．道路特定財源の見直しが行われている中、地方におけ

る道路整備の必要性を十分認識するとともに、真に必要

な道路整備が着実に進められるよう、受益者負担の原則

に基づき安定した財源の確保を図ること。

要　望　事　項
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た
て
や
ま

た
て
や
ま
『
道
』

『
道
』
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催 

た
て
や
ま
『
道
』
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催 



会 議 所 だ よ り
平成19年11月10日（６）

さ
と
み
朝
市
実
行
委
員
会
（
主

管
　
館
山
銀
座
商
店
街
（
振
））

で
は
、
10
月
28
日
（
日
）
に
、

「
銀
座
通
り
」
を
会
場
に
、
県
内

で
も
初
の
試
み
と
な
る
『
軽
ト
ラ

市
』
を
開
催
し
た
。

軽
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
な
ど
に
品

物
を
積
ん
だ
ま
ま
販
売
す
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
誰
で
も
気
軽
に
出

店
で
き
る
こ
と
が
人
気
と
な
り
、

初
回
の
こ
の
日
は
２
２
店
が
出
店

し
た
。

生
産
者
が
直
売
す
る
野
菜
や
、

新
米
、
漬
物
な
ど
の
加
工
品
、
古

着
や
古
本
な
ど
豊
富
な
品
揃
え
と

な
っ
た
会
場
に
は
、
朝
８
時
の
開

店
か
ら
、
多
数
の
買
い
物
客
が
訪

れ
、
思
い
思
い
に
品
選
び
が
始
ま

っ
た
。

買
い
物
客
か
ら
は
、「
地
元
の

新
鮮
な
食
材
が
手
に
入
り
、
何
よ

り
賑
わ
っ
た
雰
囲
気
の
中
で
の
買

い
物
が
楽
し
い
」
と
い
っ
た
声
も

聞
か
れ
る
な
ど
大
盛
況
と
な
っ

た
。実

行
委
員
会
で
は
、
今
後
も
毎

月
第
２
・
第
４
日
曜
日
に
継
続
し

て
開
催
す
る
た
め
、
出
店
者
を
募

集
し
て
い
る
。

※
出
店
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

館
山
銀
座
商
店
街
振
興
組
合
（
蕁

22
―
１
１
３
０
）
ま
で
。

全
国
物
価
統
計
調
査
は
、
国
民

の
消
費
生
活
に
お
い
て
重
要
な
支

出
の
対
象
と
な
る
商
品
の
販
売
価

格
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
並
び
に

こ
れ
ら
を
取
り
扱
う
店
舗
の
業
態

や
経
営
形
態
な
ど
価
格
決
定
に
関

す
る
様
々
な
要
素
を
幅
広
く
調
査

し
、
物
価
の
店
舗
間
格
差
、
銘
柄

間
格
差
、
地
域
間
格
差
な
ど
価
格

差
の
実
態
を
解
明
し
、
各
種
行
政

施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
調
査
期
日
】
11
月
21
日
（
水
）

【
調
査
対
象
】
す
べ
て
の
大
型
店

（
売
場
面
積
１
０
０
０
㎡
以
上
）

と
、
国
が
抽
出
し
た
小
売
店
（
館

山
市
の
今
回
の
対
象
は
、
大
型
店

６
店
舗
、小
売
店
約
１
３
０
店
舗
）

【
調
査
方
法
】
調
査
員
証
を
携
帯

し
た
調
査
員
が
、
11
月
上
旬
か
ら

指
定
さ
れ
た
店
舗
に
調
査
票
を
配

布
し
、
店
舗
の
代
表
者
な
ど
に
所

要
事
項
の
記
入
を
依
頼
し
、
収
集

し
ま
す
。

※
問
合
せ
先

館
山
市
役
所
総
務

課
（
蕁
22
―
３
１
６
８
）

当
所
、
食
品
加
工
業
部
会
（
部

会
長
　
三
浦
英
喜
）、
機
械
工
業

部
会
（
部
会
長
　
景
山
信
幸
）、

館
山
地
区
工
業
経
営
研
究
会
（
会

長
　
吉
田
孝
）
で
は
、『
経
営
革

新
計
画
の
策
定
と
承
認
』
に
関
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
い
た
し
ま

す
。「

経
営
革
新
」
と
は
、
限
ら
れ

た
経
営
資
源
を
よ
り
効
果
的
に
活

用
し
、
活
力
あ
る
経
営
を
実
現
す

る
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ

で
あ
り
、
実
際
に
「
経
営
革
新
計

画
」
を
策
定
し
、
千
葉
県
か
ら
承

認
を
得
る
こ
と
で
、
事
業
資
金
・

税
制
・
販
路
開
拓
な
ど
に
お
い
て

様
々
な
支
援
策
を
受
け
る
資
格
が

得
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は

千
葉
県
よ
り
専
門
家
を
お
招
き

し
、
左
記
の
日
程
で
「
経
営
革
新

計
画
」
の
策
定
か
ら
承
認
ま
で
、

事
例
を
交
え
て
ご
説
明
い
た
だ
き

ま
す
。

会
員
の
皆
様
は
ど
な
た
で
も
ご

参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
是
非

ご
参
加
下
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
22
日
（
木
）

18
時
30
分
〜

【
場
所
】館山

商
工
会
議
所
　
会
議
室

【
講
師
】
千
葉
県
経
営
支
援
課

副
主
幹
　
江
澤
義
博
氏

※
参
加
申
込
は
、
当
所
（
蕁
22
―

８
３
３
０
）
ま
で
。

会
員
事
業
所
の
多
く
の
皆
様
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

『
な
の
は
な
共
済
』
に
関
し
ま
し

て
、
平
成
19
年
11
月
１
日
よ
り
、

掛
金
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

今
回
の
変
更
は
、
生
命
共
済
の

掛
金
算
定
の
基
礎
数
値
と
な
り
ま

す
「
生
保
標
準
生
命
表
」
の
改
訂

に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
61
歳
以
上

の
掛
金
が
従
来
よ
り
お
安
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

保
障
内
容
等
詳
し
く
は
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
商

工
会
議
所
会
員
の
皆
様
は
是
非
ご

加
入
ご
検
討
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

『
な
の
は
な
共
済
』の
掛
金
が
お
安
く
な
り
ま
し
た
！

〜
福
利
厚
生
制
度
の
充
実
に
、
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
〜

〈
商
店
街
の
活
性
化
に

『
さ
と
み
軽
ト
ラ
市
』
を
開
催
〉

〈
店
舗
を
対
象
に
『
全
国
物
価

統
計
調
査
』
を
実
施
〉

〈『
経
営
革
新
計
画
の
策
定
と
承
認
』

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
〉

保険年齢 性別 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

1 口 

850 

850 

1,346 

1,018 

1,657 

1,176

2 口 

1,700 

1,700 

2,692 

2,035 

3,314 

2,352

3 口 

2,550 

2,550 

4,038 

3,053 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

4 口 

3,400 

3,400 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

5 口 

4,250 

4,250 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

15歳～60歳 

61歳～65歳 
（新規加入ＯＫ） 

66歳～70歳 
（継続のみ） 

保険年齢 性別 

男性 

女性 

男性 

女性 

男性 

女性 

1 口 

850 

850 

1,253 

983 

1,557 

1,101

2 口 

1,700 

1,700 

2,505 

1,966 

3,114 

2,201

3 口 

2,550 

2,550 

3,758 

2,949 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

4 口 

3,400 

3,400 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

5 口 

4,250 

4,250 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

＊＊＊ 

15歳～60歳 

61歳～65歳 
（新規加入ＯＫ） 

66歳～70歳 
（継続のみ） 

旧月額掛金 

新月額掛金（平成19年11月1日～） 

（単位：円） 

（単位：円） 



会 議 所 だ よ り
（７）平成19年11月10日

充実した設備と細かい 
サービス～大型印刷機 
ラインナップ 

○チラシ・パンフレット印刷 
○オンデマンド印刷 
　データ入稿～印刷～製本 
○NEWショッピング（集合広告） 
　毎月第3日曜日発行（新聞折込） 
●ぜひご覧ください！ 

 

株式会社　集賛舎 
館山本社 
館山市山本226　〒294-0014 
電話0470-22-2277　FAX0470-23-2278 

千葉支社 
千葉市中央区生実町2498-8　〒260-0813 
電話043-300-8661　FAX043-300-8665 

鴨川営業所 
鴨川市横渚1067-3　第1亀屋ビル3階　〒296-0001 
電話04-7093-2377　FAX04-7099-1024 

東京支社 
東京都中央区京橋3-3-4　森ビル2階　 
〒104-0031 
電話03-3516-3440　FAX03-3516-3449

天保年間創業・通産大臣賞受賞・全国伝統的工芸品 

千葉県指定伝統的工芸品（小糸の煙火） 

代表取締役  福 山 一 郎 

千葉県君津市外箕輪 4丁目10番20号 
蕁0439（55）7033

４．

ガ
ソ
リ
ン
屋
さ
ん
に
聞
く
燃

費
の
上
が
る
コ
ツ
♪

秋
山
‥
ま
ず
は
車
を
キ
チ
ン
と
整

備
し
ま
し
ょ
う
！
例
え
ば
オ
イ
ル

を
き
ち
ん
と
替
え
た
り
、
タ
イ
ヤ

の
エ
ア
ー
チ
ェ
ッ
ク
や
エ
ア
ー
ク

リ
ー
ナ
ー
の
点
検
と
か
…
日
常
的

に
や
る
こ
と
だ
け
で
も
違
っ
て
き

ま
す
よ
。
あ
と
は
車
を
動
か
す
時

に
ア
ク
セ
ル
の
踏
み
込
み
を
半
分

に
す
る
と
、
ベ
タ
踏
み
よ
り
も
か

な
り
省
燃
費
に
繋
が
り
ま
す
よ
。

三
浦
‥
お
〜
、
そ
い
つ
は
た
な
ぼ

た
で
す
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は
半
分
で

す
ね
。
早
速
試
し
て
み
ま
す
!!

５．

青
年
部
に
入
会
し
て
み
て

ど
う
で
す
か
？

秋
山
‥
そ
う
だ
ね
、
異
業
種
の
部

員
（
商
人
）
が
い
て
、
仕
事
以
外

に
も
交
友
の
輪
が
広
が
っ
て
き
て

楽
し
い
で
す
よ
。
今
年
は
経
営
研

究
委
員
会
委
員
長
を
し
て
い
ま
す

が
、
部
員
を
纏
め
る
事
は
と
て
も

大
変
。
で
も
と
て
も
遣
り
甲
斐
が

あ
り
、
青
年
部
活
動
を
満
喫
し
て

い
ま
す
よ
（
笑
）。

11
月
に
入
り
温
暖
化
と
言
わ
れ

な
が
ら
も
、
段
々
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
ね
。
そ
れ
と
同
時
に
我
が

商
売
（
納
豆
屋
）
も
冷
え
込
ん
で

困
っ
て
き
て
い
る
総
務
親
睦
委
員

会
　
三
浦
祥
範
で
す
。
年
初
め
に

起
こ
っ
た
あ
る
あ
る
ブ
ー
ム
は
何

処
へ
や
ら
・
・
・

今
月
で
６
回
目
と
成
り
ま
し
た

「
負
け
る
も
ん
か
！
我
が
商

売
！
！
」。
今
回
は
経
営
研
究
委

員
会
秋
山
委
員
長
の
譌
秋
山
石
油

店
を
大
特
集
。
無
礼
に
も
取
材
に

伺
っ
た
の
は
夜
の
９
時
過
ぎ
。
に

も
関
わ
ら
ず
笑
顔
で
対
応
し
て
頂

い
た
秋
山
さ
ん
の
人
柄
と
、
仕
事

へ
の
気
配
り
が
と
て
も
印
象
的
で

し
た
。

１．

商
売
は
い
つ
か
ら
始
め
た
？

秋
山
‥
現
在
の
館
山
市
稲
で
商
売

を
始
め
た
の
は
昭
和
46
年
か
ら
で

す
。
私
の
父
が
商
売
を
始
め
ま
し

た
。

三
浦
‥
30
年
以
上
も
歴
史
が
有
る

の
で
す
ね
。
立
地
が
館
山
・
千

倉
・
丸
山
・
鴨
川
へ
の
分
岐
点
に

有
り
、
交
通
の
拠
点
に
お
店
が
有

る
の
は
と
て
も
良
い
で
す
ね
。

２．

主
に
扱
っ
て
い
る
商
品
は
？

秋
山
‥
え
ぇ
〜
三
浦
君
愚
問
だ

よ
、
ガ
ソ
リ
ン
で
す
（
笑
）。
あ

と
は
灯
油
な
ど
も
ね
。

三
浦
‥
そ
う
で
す
よ
ね
（
汗
）、

判
り
き
っ
た
質
問
で
し
た
ね
。
最

近
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
が
主
体
と
成

り
ま
し
た
が
、
秋
山
さ
ん
は
フ
ル

サ
ー
ビ
ス
な
の
で
す
ね
。
店
員
さ

ん
の
接
客
の
態
度
が
好
印
象
で

す
。

３．

皆
さ
ん
が
知
ら
な
い
意
外
な

商
品
は
あ
り
ま
す
か
？

秋
山
‥
そ
う
だ
ね
〜
、車
の
販
売
、

お
米
の
販
売
（
自
家
製
だ
よ
）、

名
刺
や
車
に
張
る
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ

シ
ー
ト
の
作
成
、
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
は
梨
も
あ
る
よ
。

三
浦
‥
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
以
外

に
も
様
々
な
商
売
を
さ
れ
て
い
る

の
で
す
ね
。
最
近
ス
タ
ン
ド
で
中

古
車
の
販
売
を
さ
れ
て
い
る
の
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
米
の
販

売
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
10
裴

３
５
０
０
円
は
安
い
で
す
ね
。

〈
新
企
画
‥
「
負
け
る
も
ん
か
！
我
が
商
売
」
第
６
回
〉

三
浦
‥
青
年
部
で
交
友
の
輪
が
広

が
る
の
は
と
て
も
良
い
で
す
ね
。

こ
こ
で
新
し
い
ヒ
ン
ト
を
見
つ

け
、
自
分
の
商
売
に
繋
が
れ
ば
更

な
る
飛
躍
が
出
来
る
と
思
い
ま

す
。
私
も
頑
張
り
ま
す
。

６．

会
議
所
メ
ン
バ
ー
だ
け
の
お

買
い
得
情
報
を
是
非
!!

秋
山
‥
分
か
り
ま
し
た
！
そ
れ
で

は
ガ
ソ
リ
ン
を
・
・
・
と
言
い
た

い
所
で
す
が
、
今
回
は
「
会
議
所

便
り
を
見
た
よ
」
と
言
っ
て
く
れ

た
方
、
11
月
一
杯
お
米
（
玄
米
）

10
裴
を
１
割
引
に
て
販
売
し
ま

す
！
早
い
も
の
勝
ち
で
す
。
お
早

め
に
ど
う
ぞ
!!

三
浦
‥
お
米
は
日
本
人
の
魂
。
こ

れ
は
魅
力
的
で
す
ね
。
秋
山
さ
ん

色
々
と
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。バ
イ
ク
が
趣
味
の
秋
山
さ
ん
。

車
歴
は
Ｒ
Ｇ
２
５
０
γ→

Ｇ
Ｓ
８

５
０
Ｇ→

Ｄ
Ｔ
１
２
５→

Ｔ
Ｓ
１

２
５→

Ｙ
Ｚ
２
５
０→

Ｓ
Ｒ
４
０

０→

Ｄ
Ｒ
８
０
０
（
現
在
）
だ
そ

う
で
す
。

秋
山
　
大
介

（
経
営
研
究
委
員
会
　
委
員
長
）

譌
秋
山
石
油
店
取
締
役

館
山
市
稲
３
７
５
―
１

蕁
24
―
８
５
１
１

薨
24
―
４
４
３
７



会 議 所 だ よ り
平成19年11月10日（８）

小規模企業共済制度 小規模企業共済制度 
賢い経営者の強い見方！ 賢い経営者の強い見方！ 

掛金の全額が所得控除できる 

月々の掛金 

は自由に選べて 
（　　  円～ 円） 

確定申告による節税効果が大きい 
〈課税所得金額5,000,000円の場合（単位：円）〉 

月額 実質負担額 年額 節税額 
円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

円 

掛
　
　
金 

全額が控除対象 所
得
か
ら
差
し 

医 療 費 控 除  

社会保険料控除 

生命保険料控除 

損害保険料控除 

小規模企業共済等掛金控除 

11

12

13

14

15

16

17

万円（7万円×12ヶ月）全額を 
 

お受け取りになるときは 

所得から控除できます 

事業の廃止は 

老齢給付（15年以上納付かつ満65歳以上）は 

概ね年 ％の福利運用した金額 

概ね年 ％で福利運用した金額 

有利な利回り 共済金は退職所得扱い 
または公的年金等の雑所得扱い 

（一括受け取り） 

（分割受け取り） 

節税し
ながら

 

しっか
り貯蓄

のお手
伝い！ 

現在、約126万人の経営者が加入しています 

退職所得控除額は、共済契約の年数に応じて変わります。 
（控除額＝40万×契約年数　※21年超年70万円） 
早い時期にお入りいただくのが、お得です。 

が実施しております。 小規模企業共済制度の運営は、 

さらに詳しい内容は、パンフレットをご覧ください。 

お問い合わせ・お申込み 

館山商工会議所 
TEL  0470-22-8330
〒294-0047 館山市八幡821

掛金月額7万円（上限額）の場合、 

館山商工会議所会員のみなさまへ 




